
整理番号

テーマ

日時 令和6年11月12日 (火) 参加者 25名

場所

講師

令和6年度第9回Ｐｒｅｍｉｕｍ所内研修会報告書

「斜張橋の斜材保護管調査ロボット（コロコロチェッカー）による点検について」
－　近接目視に代わる点検技術への取組み　－

講演内容

　現在、斜張橋の維持管理において、高所に位置する斜材の劣化状況を把握するための点検が重要視されていま
す。国土交通省の定める道路橋定期点検要領では、近接目視による点検が基本とされており、その頻度は供用開
始後2年以内の初回を含め、5年ごとに実施することとなっています。しかし、点検には車線規制を伴うなど多大なコ
ストと安全面での課題が存在していました。このような背景から、西松建設では近接目視に代わる技術として、斜材
保護管の点検に特化した調査ロボット「コロコロチェッカー」を開発し、点検作業の効率化と安全性の向上に取り組ん
でいます。
　「コロコロチェッカー」は、4台のカメラを内蔵し、保護管全周の表面を動画撮影することが可能です。モーター駆動に
よって自走しながら、保護管の表面全体を一度の走行で高精度に撮影します。さらに、取得した画像は専用の画像
処理ソフトにより損傷箇所を自動検出し、出力することができるため、従来の近接目視と同等の精度で点検結果を得
ることが可能です。このシステムにより、安全かつ効率的な点検が実現し、作業時間の短縮と生産性向上に寄与して
います。
　本研修では、「コロコロチェッカー」の開発背景や機能、実績の紹介に加え、今後の発展に向けた多様なアイデアや
質問が出され、活発な意見交換が行われました。
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斜張コロコロチェッカー® 斜張橋の斜材保護管点検ロボット
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